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2008年07月01日

指
導
へ
の
対
策
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
・
前
期
高
齢
者
納
付
金

の
増
額
等
に
よ
る
、
健
康
保
険

料
の
大
幅
な
増
額
な
ど
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
の
方
に
は
、
今

ま
で
の
功
労
に
報
い
る
た
め
、

シ
ニ
ア
倶
楽
部
を
設
立
し
て
、

組
合
に
残
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
努
め
ま
す
。

拡
大
実
績
は
、
千
四
十
九
名

の
加
入
者
が
あ
り
、
実
増
で
は

百
八
十
名
の
増
と
な
り
、
三
月

末
日
の
組
合
員
数
は
一
万
千
五

百
九
十
名
で
し
た
。

組
合
設
立
以
来
、
三
十
六
期

連
続
で
組
織
拡
大
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
八
百
六
十
九
名
の

脱
退
者
が
出
た
こ
と
は
、
今
後

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

二
十
年
度
の
国
保
組
合
に
対

す
る
特
別
助
成
は
、
徹
底
し
た

歳
出
削
減
が
さ
れ
る
中
、
十
九

年
度
よ
り
も
二
千
万
円
増
の
二

百
八
十
一
億
円
を
獲
得
す
る
こ

総
連
六
・

六
大
衆
増
税
に
反
対

す
る
中
央
総
決
起
大
会
｣

が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
四
十
一
県

連
・

組
合
、
総
勢
四
千
三
百
八
十

九
名
の
仲
間
が
集
結
し
ま
し
た
。

今
回
の
決
起
大
会
は
、
主
に

関
東
地
協
の
組
合
が
動
員
さ

れ
、
全
建
愛
知
か
ら
は
、
四
役
五

名
、
書
記
局
員
一
名
の
計
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
民
主
党
の
山
下
八

洲
夫
参
院
議
員
、
社
民
党
の
福

島
瑞
穂
参
院
議
員
、
共
産
党
の

大
門
実
紀
史
参
院
議
員
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
、
世
論
の

気
持
ち
が
こ
も
っ
た
大
衆
増
税

反
対
署
名
を
各
代
表
に
手
渡
し

ま
し
た
。

全
建
総
連
石
田
税
対
中
執
よ

り
｢
大
手
企
業
が
利
益
を
上
げ

物
故
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
た

後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
山
田

執
行
委
員
長
よ
り
「
組
織
人
員

が
減
少
す
る
こ
と
な
く
、
組
合

設
立
以
来
、
三
十
六
期
連
続
で

組
織
拡
大
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
今
後
も
、
全
組
合
員
が
一

致
団
結
し
、
諸
要
求
実
現
に
向

け
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
、
力

強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
伴
野
豊
衆

院
議
員
、
全
建
総
連
林
書
記
次

長
・
中
建
国
保
石
田
常
務
理
事
、

連
合
愛
知
度
会
事
務
局
長
、
十

一
名
の
国
会
議
員
の
方
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
一
年
の
主
な
運
動
、
第

三
十
五
期
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
の

の
後
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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寡
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328名の方々が集まった、全建愛知第36回定期大会

駄
な
公
共
工
事
等
、
天
下
り
と

税
金
の
無
駄
使
い
が
い
つ
ま
で

も
絶
え
な
い
。し
か
も
、
所
得
税

の
最
高
税
率
と
大
手
企
業
の
法

人
税
率
の
引
き
下
げ
等
を
続
け

た
ま
ま
に
、
多
く
の
国
民
に
大

衆
増
税
と
い
う
痛
み
を
強
い
て

い
る
。
大
衆
増
税
の
阻
止
に
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
改
め
て

決
意
す
る
｣
と
、い
っ
た
内
容

の
大
会
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
、マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
を
先
頭
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
上
げ
な
が
ら
、
デ
モ
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

六
月
六
日
（
金
）
東
京
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
で
、
｢

全
建 全国から4,389名の仲間が集まった

「
一
万
三
千
人
を
目
指
す
力
で
、
建
設
国
保
を
守
り
、
生
活
危
機
を
打
開
し
よ
う
！
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
六
月
二
十
二
日
（
日
）
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
（
名
古
屋
市
熱

田
区
）
で
全
建
愛
知
第
三
十
六
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
は
、
本
部
役
員
五
十
三
名
、
代
議
員
百
三
十
九
名
（
内
委
任
八
名
）
、
組
合
員
参
加
二

十
七
名
、
主
婦
の
会
参
加
三
十
一
名
、
来
賓
四
十
三
名
、
顧
問
二
名
、
表
彰
者
一
名
、
書
記
局

員
三
十
二
名
の
総
勢
三
百
二
十
八
名
。

更
な
る
飛
躍
を
目
指

更
な
る
飛
躍
を
目
指
しし
てて

第
三
十
六
回
定
期
大
会
開
催

そ
し
て
、
と
り
ま
く
情
勢
と

第
三
十
六
期
運
動
方
針
案
、
予

算
案
等
提
案
に
つ
い
て
は
、
四

分
科
会
（
第
一
分
科
会
…
社
会

保
障
対
策
部
・
労
働
対
策
部
・

賃
金
対
策
部
、
第
二
分
科
会
…

住
宅
対
策
部
・
技
術
対
策
部
、

第
三
分
科
会
…
共
済
福
祉
部
・

組
織
部
・
教
育
宣
伝
部
、
第
四

分
科
会
…
税
金
対
策
部
・
財
政

部
）
に
分
か
れ
、
各
専
門
部
の

運
動
方
針
案
に
つ
い
て
討
議
を

行
い
、
全
体
会
議
の
場
で
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
続
い
て
役
員
一
部
改

選
の
報
告
が
あ
り
、
石
島
一
男

副
執
行
委
員
長
（
海
部
津
島
支

部
）
、
近
藤
金
作
組
織
部
長
（
岡

崎
支
部
）
、
嶋
﨑
保
男
（
木
曽

川
支
部
）・
宮
上
正
人
執
行
委
員

（
東
海
支
部
）
の
、
四
名
の
方

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
案

を
採
択
し
た
後
、
小
泉
青
年
部

長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
、
第
三
十
六
期
定
期
大
会
は

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
諸
役
員

◇
本
会
議
議
長

植
田
昭
次
さ
ん
（
岡
崎
支
部
）

大
竹
一
弘
さ
ん
（
千
種
支
部
）

◇
議
事
運
営
委
員

井
垣

幹
弥
さ
ん
（
東
海
支
部
）

鹿
嶋

剛
さ
ん
（
昭
和
支
部
）

川
島
啓
司
さ
ん
（
長
久
手
支
部
）

◇
資
格
審
査
委
員

相
宮
孝
成
さ
ん
（
港
支
部
）

今
井
啓
雄
さ
ん
（
木
曽
川
支
部
）

宮
澤
文
代
さ
ん
（
名
東
支
部
）

◇
第
一
分
科
会
（
社
保
・
労
働
・
賃
金
）
議
長

水
野
金
市
さ
ん
（
一
宮
支
部
）

藤
井

智
さ
ん
（
海
部
津
島
支
部
）

◇
第
二
分
科
会
（
住
宅
・
技
術
）
議
長

二
村
孝
一
さ
ん
（
守
山
支
部
）

吉
見
一
政
さ
ん
（
中
村
支
部
）

◇
第
三
分
科
会
（
共
済
福
祉
・

組
織
・
教
宣
）
議
長

赤
川
幸
三
さ
ん
（
小
牧
支
部
）

中
島
弘
道
さ
ん
（
豊
田
支
部
）

◇
第
四
分
科
会
（
税
金
・
財
政
）
議
長

堤

圭
一
さ
ん
（
南
支
部
）

中
村
隆
之
さ
ん
（
中
川
熱
田
支
部
）

組
織
拡
大
功
労
者
表
彰

【
団
体
の
部
】

海
部
津
島
・
一
宮
・
岡
崎
・
小

牧
・
東
海
・
豊
田
・
豊
橋
・
中

川
熱
田
・
長
久
手
・
西
・
西
尾

幡
豆
・
尾
北
・
碧
海
・
港
支
部

【
個
人
の
部
】

石
水

博
さ
ん
（
中
川
熱
田
支
部
）

宇
山
純
一
郎
さ
ん
（
海
部
津
島
支
部
）

北
山
貴
純
さ
ん
（
海
部
津
島
支
部
）

谷

昭
範
さ
ん
（
尾
北
支
部
）

日
比
野
仁
士
さ
ん
（
北
支
部
）

森

修
一
さ
ん
（
名
東
支
部
）

矢
野
弘
康
さ
ん
（
長
久
手
支
部
）

組
合
功
労
者
表
彰

青
井
敏
夫
さ
ん
（
一
宮
支
部
）

青
木

繁
さ
ん
（
西
支
部
）

浅
野

弘
さ
ん
（
中
支
部
）

石
原

一
さ
ん
（
一
宮
支
部
）

梅
原
彰
治
さ
ん
（
長
久
手
支
部
）

川
島
啓
司
さ
ん
（
長
久
手
支
部
）

櫛
田

孝
さ
ん
（
西
支
部
）

桜
井

勇
さ
ん
（
中
村
支
部
）

佐
々
木
和
義
さ
ん
（
港
支
部
）

鈴
木
義
数
さ
ん
（
中
川
熱
田
支
部
）

寺
井
久
幸
さ
ん
（
一
宮
支
部
）

三
輪
弘
之
さ
ん
（
豊
橋
支
部
）

機
関
紙
最
多
投
稿
者

感
謝
状
贈
呈

青
木

繁
さ
ん
（
西
支
部
）

石
原

一
さ
ん
（
一
宮
支
部
）

恩
田
隆
弘
さ
ん
（
守
山
支
部
）

髙
栁
春
雄
さ
ん
（
名
東
支
部
）

堤

圭
一
さ
ん
（
南
支
部
）

中
世
古
ゆ
か
り
さ
ん
（
春
日
井
支
部
）

丹
羽
文
秀
さ
ん
（
千
種
支
部
）

森
安
か
よ
子
さ
ん
（
天
白
支
部
）

永
年
勤
続
者
表
彰

井
上
大
輔
さ
ん
（
専
従
）

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

ご
活
躍
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

※
第
三
十
六
回
定
期
大
会
の
詳

細
等
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
建
愛
知
が
加

入
し
て
い
る
、
約
四
十
万
人

の
中
建
国
保
に
対
し
て
は
、

概
算
で
三
十
六
億
円
位
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
世
帯
当

た
り
、
約
二
万
円
（
年
額
）

の
補
助
に
な
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
努

力
と
、
ご
来
賓
の
国
会
議
員

の
先
生
方
の
ご
尽
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
は
、
我
々
建
設
関

係
の
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
厳

し
い
年
で
し
た
。

姉
歯
建
築
士
の
、
耐
震
偽
造

問
題
に
端
を
発
し
た
、
建
築
確

認
業
務
の
厳
格
化
に
よ
る
「
建

築
業
界
の
大
不
況
」
、
二
十
年
度

か
ら
施
行
の
医
療
制
度
改
革
に

よ
る
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

て
い
る
中
で
、
非
正

規
雇
用
者
は
増
え
、

経
済
格
差
は
拡
大

し
、で
た
ら
め
な
行

政
、
利
権
絡
み
の
無

大
衆
増
税
反
対
中
央
総
決
起

大
衆
増
税
反
対
中
央
総
決
起
大大
会会

私
た
ち
は
、
断
固
反
対
し
ま

私
た
ち
は
、
断
固
反
対
し
ま
すす

執行委員長

山田 正巳

ノーネクタイ推進

組合事務所では、７月より９

月まで、男子書記局員を対象に

「ノーネクタイ」を推進いたし

ます。

組合員の皆さん、組合事務所

等へご来局の際は、よろしくお

願いいたします。



今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
契
約
す
る
健

診
機
関
で
の
「
集
団
健
康
診
断
」

を
主
体
と
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

原
則
と
し
て
組
合
が
実
施
す

る
、
「
集
団
健
康
診
断
」
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。（
六
月
～
翌

年
三
月
実
施
予
定
）

今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
日

程
・
会
場
等
を
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
当
日
の
実
費
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
診
の
受
診
資
格

「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
扶
養

家
族
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
扶
養

家
族
の
方
が
受
診
希
望
の
場
合

は
、
実
費
負
担
（
七
千
二
百
五

十
円
）で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
か
ら
、
健
康
診
断
は

医
療
保
険
者
が
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
中
建
国
保
に

未
加
入
の
組
合
員
は
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
（
市
町

村
・
社
会
保
険
等
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診
断

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安

全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

本
人
と
二
十
歳
以
上
の
扶
養

家
族
で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま

す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。

健
診
項
目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活

習
慣

■
理
学
的
検
査

視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ

１
C

■
尿
検
査
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・

血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
b

・
H
t
）

④
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

「
健
康
診
断
受
診
券
」
「
健
康

保
険
証
」
を
提
出
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

け
れ
ば
受
診
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

契
約
健
診
機
関
以
外
で

受
診
す
る
場
合

契
約
健
診
機
関
以
外
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

適
用
除
外
事
業
所
の

取
り
扱
い

適
用
除
外
事
業
所
（
①
法
人

事
業
所
の
事
業
主
・
従
業
員
②

従
業
員
）
が
五
人
以
上
の
個
人

事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い
て

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、

事
業
主
の
負
担
で
「
事
業
者
健

診
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
則

と
し
て
中
建
国
保
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
但
し
、
②
の
事
業
主
お
よ

び
①

②
の
二
十
歳
以
上
の
扶

養
家
族
は
「
個
人
受
診
扱
い
」

と
し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。し

か
し
、
中
建
国
保
は
特
定

健
康
診
断
の
実
績
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
健

診
を
中
建
国
保
へ
委
託
す
る
形

と
し
て
、
契
約
健
診
機
関
（
集

団
健
康
診
断
お
よ
び
健
診
機
関

の
施
設
）
で
受
診
し
た
場
合
の

み
、
補
助
金
に
相
当
す
る
「
協

力
費
」
を
現
物
支
給
し
、
実
費

負
担
な
し
で
受
診
い
た
だ
け
ま

す
。但

し
、
事
前
に
「
健
診
申
込

書
兼
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か

る
協
力
費
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
既
に
、
協
力
費
申
請
書
と
ご

案
内
を
適
用
除
外
事
業
所
へ
一

斉
に
発
送
し
ま
し
た
。
ご
提
出

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
）

適
用
除
外
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
組
合
の
集

団
健
康
診
断
及
び
契
約
健
診
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

食事は前日の午後9時

までにお済ませいただ

き、当日、健診終了まで

水以外の摂取はおやめ

ください。

牛乳・スポーツドリン

ク・清涼飲料水・ガム・

飴なども検査数値に影

響を与えます。

注意事項

今月の組合費等の自動引落

日は、28日（月）です。25日

（金）までに、預金残高をご確

認ください。

尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月 300円

2ヶ月 800円

3ヶ月1,800円

汚 甥遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

汚
甥

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠
遠

遠

診
断
と
同
様
（
受
診
資
格
・
健

診
項
目
・
実
費
負
担
な
し
）
の

取
り
扱
い
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。（
中
建
国
保
の
組

合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お
伝

え
く
だ
さ
い
）

②
予
約
は
、
二
週
間
前
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

③
組
合
よ
り
「
健
康
診
断
受
診

券
」
を
発
行
・
郵
送
し
ま
す
。

（
予
約
不
要
）

や
む
を
得
ず
集
団
健
康
診

断
へ
参
加
で
き
な
い
場
合
、

以
下
の
要
領
で
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

契
約
健
診
機
関
で

受
診
す
る
場
合

左
表
の
八
つ
の
契
約
健
診

機
関
で
あ
れ
ば
、
集
団
健
康

集
団
健
康
診
断
以
外

（
予
約
必
要
）

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所健診機関名称

月曜日～金曜日
8:30～17:30

土曜日
8:30～正午

052-821-0090

名古屋市南区千竈通
7-16-1

名古屋セントラル
クリニック

名古屋市中村区那古野
1-47-1

国際センタービル10F

国際セントラル
クリニック

名古屋市中村区名駅
1-1-2

名古屋ターミナルビル8F

テルミナセントラル
クリニック

愛知郡東郷町大字春木
字白土1-1884

和合セントラル
クリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30

052-741-9211
名古屋市千種区今池

1-8-4
オリエンタル
労働衛生協会

火曜日～土曜日
9:00～17:00

0566-75-7515安城市相生町15-1三河安城クリニック

月曜日～金曜日
9:00～11:30
担当 中村

052-486-6875
名古屋市中村区道下町

2-26
ライフ健康クリニック

月曜日～金曜日
8:30～17:00
土曜日
9:30～11:00

0561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

集団健康診断日程表
会場所在地会場名受付時間曜日月
名古屋市港区全建愛知会館

9:30～11:30日6

7

名古屋市南区名古屋セントラルクリニック

豊橋市
アイプラザ豊橋

（豊橋勤労福祉会館）9:30～11:30日13
名古屋市天白区天白区役所

一宮市
アイプラザ一宮

（一宮勤労福祉会館）9:30～11:30日20

江南市江南市民体育館
9:30～11:30日27

小牧市小牧北里市民センター

名古屋市昭和区愛知県勤労会館
9:30～11:30日3

8

岡崎市
アイプラザ岡崎

（岡崎勤労福祉会館）

津島市
アイプラザ津島

（津島勤労福祉会館）9:30～11:30日10
春日井市グリーンパレス春日井

瀬戸市瀬戸健康管理センター
9:30～11:30日24

名古屋市港区全建愛知会館

名古屋市名東区名東区役所9:30～11:30日31

西尾市西尾勤労会館9:30～11:30日7

9

名古屋市港区全建愛知会館
9:30～11:30日14

豊田市高橋コミュニティーセンター

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日28

名古屋市千種区オリエンタル労働衛生協会

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日2610

北名古屋市
北名古屋市文化勤労会館（予定）
（旧西春町文化勤労会館）9:30～11:30日911

※集団健康診断につきましては、事前予約の必要はございません。
※今年度から、特定健診を行うにあたって、より正確な判定結果を出すため、午前中のみ開催
となりますのでご了承ください。
※今後の日程については、中村区・緑区・守山区・一宮市木曽川町等を予定しています。
受診者の多い会場については、増開催も予定しています。
※今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。

集
団
健
康
診
断

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ
び

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

６月より実施

集
団
健
康
診
断
開
催

集
団
健
康
診
断
開
催
中中

今
年
度
も
組
合
員
と
そ
の
配

偶
者
を
対
象
に
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
健
康
影
響
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

今
月
号
に
同
封
の
「
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
の
健
康
影
響
調
査

（
石
綿
検
査
）
の
実
施
と
同
意

に
つ
い
て
」
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
同
意
書
及
び
問
診
票
を

ご
記
入
の
上
、
集
団
健
康
診
断

会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

と
そ
の
配
偶
者
で
検
査
を
希
望

す
る
場
合
は
、
胸
部
直
接
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
と
併
せ
て
組
合
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

中建国保の健全な運営のた

め、職種の変更・組織変更（個

人から法人）・転業・廃業等が

ありましたら、組合の健康保

険課へご連絡ください。

中建国保からのお知らせ
◎日時 ７月27日（日）

午前10時～

◎会場 全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）の

健
康
影
響
調
査
の
実
施



仕
事
中
（
通
勤
途
中
も
含
む
）

の

ケ
ガ
や
病
気
の
場
合

仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
、
中
建
国
保
の
保
険
証
は
使

え
ま
せ
ん
。

も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

ず
に
中
建
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
た
と
き
は
、
そ
の
医
療
費

は
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

労
災
保
険
に
、
ま
だ
加
入
し

て
な
い
組
合
員
さ
ん
は
必
ず
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
や
相
手
の

暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場
合

交
通
事
故
や
暴
力
行
為
を
受

け
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
組
合

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
等
の
治
療
費
は
、
相

手
（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は

加
害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を

す
べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中

建
国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
こ
の
場
合
、
中
建
国

保
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に
代

わ
っ
て
治
療
費
を
一
時
立
て
替

え
る
だ
け
で
、
後
で
中
建
国
保

が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
や
相
手
の
暴
力

行
為
に
よ
る
ケ
ガ
等
で
中
建
国

保
の
保
険
証
を
使
う
場
合
は
、

必
ず
組
合
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。届

け
出
や
連
絡
が
な
い
と
き

に
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
保

険
給
付
制
限
規
定
に
よ
り
、
医

療
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ

い
て
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
保

険
課
の
中
村
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
、

傷
病
届
（
被
害
届
）

・
傷
病
原
因
調
査
報
告
書

・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

・
念
書

・
同
意
書

・
誓
約
書

・
交
通
事
故
証
明
書

今
年
も
、
大
好
評
の
「
ナ
ガ

シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引

券
」
と
、
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ

グ
ナ
シ
ア
特
別
割
引
券
」
を
配

布
し
ま
す
。

こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
へ

出
か
け
る
の
も
よ
し
。

ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
で
遊
ぶ
も
よ
し
、
今
年
の

夏
も
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

★
ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法

①
組
合
へ
お
電
話
ま
た
は
胃

で
、
必
要
枚
数
を
ご
連
絡
く

さ
い
（
組
合
の
各
事
務
所

へ
、
直
接
取
り
に
来
て
い
た

だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

※
注
意

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特

別
割
引
券
の
お
申
込
み
枚
数

は
、
最
大
で
組
合
員
と
そ
の

同
居
の
家
族
の
人
数
分
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
割
引

券
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。

②
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
枚
数
を

組
合
よ
り
発
送
し
ま
す
。

③
特
別
割
引
券
と
利
用
料
金
を

入
園
券
売
り
場
窓
口
へ
お
出

し
く
だ
さ
い
。

★
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

特
別
割
引
券
は
、
下
記
の
施

設
利
用
券
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
コ
ピ
ー
不
可
。
同
居
の

家
族
が
五
名
以
上
で
不
足
の

際
は
、
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

★
利
用
期
間
と
料
金

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

七
月
十
二
日
～
九
月
二
十
三

日
ま
で
。
料
金
は
左
表
に
て
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

が
十
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
問
合

共
済
福
祉
部
の
三

好
・
渡
辺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
・

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

お
得
な
、
特
別
割
引
券
配
布
し
ま
す

共済福祉部

ナガシマスパーランド・湯あみの島ご利用金額表

※スパーランド・パスポート・ジャンボ海水プール・ワイドパスポート入場券にて入園後、「湯あみの島」
利用の場合は、別途料金が必要。
※上記金額は、全て消費税込みです。
※スパーランド入場券は、遊園地の入場のみ。（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）
※パスポートは、遊園地の入場及び乗り物乗り放題。（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）
※ジャンボ海水プール入場券は、ジャンボ海水プール・遊園地の入場可。（湯あみの島入館不可）
※ワイドパスポートは、ジャンボ海水プール・遊園地の入場及び乗り物乗り放題。（湯あみの島入館不可）
※湯あみの島入館券は、遊園地入場可。（ジャンボ海水プール入場不可）

特別価格一般価格種目

１,０００円1,600円スパーランド（遊園地）入場券

大人

３,０００円4,100円パスポート

２,０００円3,000円ジャンボ海水プール入場券

４,４００円5,300円ワイドパスポート

１,４００円2,100円湯あみの島入館券

５００円1,000円スパーランド（遊園地）入場券

小・中学生

２,２００円3,100円パスポート

１,５００円2,300円ジャンボ海水プール入場券

３,３００円4,100円ワイドパスポート

８００円1,300円湯あみの島入館券

１００円500円スパーランド（遊園地）入場券

幼児

（3歳以上）

８００円1,300円パスポート

７００円1,300円ジャンボ海水プール入場券

１,４００円2,000円ワイドパスポート

３００円700円湯あみの島入館券

岡本みつのりの医療コーナー
民主党衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート洩

第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡本みつのり

日焼けは日光等に含まれる紫外線で皮膚に起こる炎症
（皮膚が赤くなります）のことであり、その後メラニン
色素が皮膚に沈着し黒っぽい色素沈着となります。
特に赤くなった状態は火傷と同じ状態になっており、

冷却を十分に行う事をお勧めします。（詳細は４月号をご覧ください。）
日焼けした部位で痛痒感、浮腫、皮膚剥離、水疱形成といった症状を引
き起こすのはまさに火傷の症状と同じです。日焼けした肌は、健康そう
に見えるかもしれませんが、実際は全く逆であり、極力避けたほうがい
いと医学的には考えられています。
今月号は、紫外線のもたらす健康への影響について書きたいと思いま

す。紫外線は、目で見ることのできない不可視光線であり、皮膚のコラ
ーゲンに障害を引き起こし、皮膚のしみ等の原因になるだけでなく、し
わ等の加齢に伴う変化を助長します。さらに、深刻な障害を遺伝子に与
え傷ついたＤＮＡは癌の原因の１つとなります。実は、日焼けすること
はメラニンという色素を産生させ色素沈着を引き起こすことで、紫外線
の侵入を避けるための生体防御の一種であり、体は必死に紫外線から自
らのＤＮＡを守ろうとしているのです。
日焼け防止の化粧品やクリームなどにＳＰＦ50などの数値が書いて

あります。これは50であれば、これを塗れば塗らないときに比べ50分
の１になると言う意味であり、数値が大きいほうが効果は高いとされて
います。もう少しわかり易く言うとＳＰＦ10の日焼け止めを塗った人
が、３時間（180分）海など戸外で活動すると日焼け止めなしで約20
分活動したのと同じ日焼けをするということです。夏の10時から15時
頃の日光に含まれる紫外線は強烈であり、日焼け止めなしで20分活動す
ることは、かなりの日焼けとなることが予想されます。日焼け止めを塗
っても極力日陰にいることをお勧めします。
一方、紫外線は人体に有益ももたらしています。ビタミンＤの生成と
活性化には、皮膚における紫外線照射が不可欠であり、全くの暗がりで
生活しているとビタミンＤ不足に陥ります。しかしながら、１日に必要
な紫外線量は夏の場合５分程度であるとされており、この意味で考えて
も極力日陰を歩いていても十分必要なビタミンＤは確保できます。
近年、冷蔵庫やクーラー等から排出されたフロンで北極や南極のオゾ

ン層が破壊されています。このオゾン層は、地球上の紫外線量を大きく
減じてきていました。残念ながら環境破壊から発生したオゾンホールは
年々規模が拡大し、紫外線量が増えてきています。紫外線量の10％の増
加は、皮膚がんの発症を２割近く増やすとの報告もなされており、とり
わけ紫外線量が増える初夏の紫外線対策は必須です。海水浴場でサンオ
イルを塗って日焼けをすることは避けたほうがいいでしょう。

日焼けは、ご用心！

健
康
保
険
証
の
ご
使
用

健
康
保
険
証
の
ご
使
用
にに

ご
注
意
く
だ
さ

ご
注
意
く
だ
さ
いい

労
災
等
で
の
使
用
は
、
不
可



5月11日（日）午前11時

から、中村支部青年部8人で

名古屋駅近くの焼肉屋で、懇

親会を開きました。

今年は、青年部だけで集ま

ることがあまりないこともあ

り、食事のことよりも、会話

の方に夢中になり充実した会

になったと思います。

内容としては、青年部レク

を今回も壮年部と合同で開催したいということや、行き先、時期や

壮年部にあがる人の記念品を何にするかや、青年部自体の拡大の方

法やコミュニケーションの取り方など、また５月18日（日）の中村

支部総会のことなどを話しました。

今期、来期とだんだん青年部層が減っていくことで、中村支部青

年部としても、拡大行動に力を入れ、懇親会などの行事も増やした

り、他支部との交流会なども企画していきたいと考えています。

さらなる団結を目指して、終了しました。

【山崎真一 記】
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さらなる団結を目指して！
中村支部青年部／懇親会 ５月11日

会話に花が咲きました

五
月
十
一
日
（
日
）
、「
母

の
日
」
春
日
井
支
部
主
催

の
わ
い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

が
、
今
年
も
春
日
井
市
落

合
公
園
で
行
わ
れ
、
全
建

愛
知
春
日
井
支
部
で
は
、

木
工
教
室
・
丸
太
切
り
・

無
料
建
築
何
で
も
相
談
を

テ
ー
マ
に
例
年
通
り
参
加

し
ま
し
た
。

朝
の
開
会
時
に
は
、
少

し
雨
が
残
っ
て
寒
か
っ
た

お
天
気
も
、
や
が
て
雨
も

止
み
お
日
様
が
顔
を
出
す

に
つ
れ
徐
々
に
暖
か
く
な

り
、
家
族
連
れ
や
子
供
達

で
賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

約
六
百
用
意
し
た
鍋
敷

き
の
材
料
も
、
す
っ
か
り

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

っ
た
、
人
気
ぶ
り
で
、
全

建
愛
知
の
テ
ン
ト
の
中

は
、
紙
粘
土
で
手
を
真
っ

白
に
し
た
子
供
や
出
来
上

が
り
を
心
配
し
つ
つ
焼
き

あ
が
る
の
を
待
つ
子
供
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
他
支
部
の

主
婦
の
会
幹
事
さ
ん
も
五

名
、
拡
大
行
動
の
た
め
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

来

年

も

大

勢

の

方
々
が
、
全
建
愛
知
の
テ

ン
ト
に
気
軽
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
ね
樺

【
中
世
古
ゆ
か
り
通
信
員
】
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長蛇の列

夢中に作業しています

春
日
井
支
部
／
住
宅
デ
ー

長
蛇
の
列
・
大
忙
し
の
役
員
さ
ん

５月１１日

五
月
二
十
五
日
（
日
）

朝
は
少
し
小
雨
が
降
る

中
、
星
が
丘
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
に
て
子
供
さ
ん
含
め
総

勢
六
十
一
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

加
藤
支
部
長
の
見
事
な

ス
ト
ラ
イ
ク
で
ス
タ
ー

ト
。
お
子
様
用
に
は
ノ
ン

ガ
ー
タ
ー
や
架
台
を
セ
ッ

ト
し
て
大
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。
二
ゲ
ー
ム
し
た
後
、

寿
司
及
び
多
様
の
立
食
パ

ー
テ
ィ
で
参
加
者
の
評
価

も
ま
ず
ま
ず
。
も
う
少
し

あ
れ
ば
と
思
う
位
お
皿
の

中
は
、
奇
麗
に
片
付
い
て

い
ま
し
た
。
さ
ぁ
、
お
待

ち
か
ね
の
成
績
発
表
。

成
績
に
関
係
な
く
、
ビ

ン
ゴ
で
景
品
を
選
べ
る
た

め
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、

ビ
ン
ゴ
を
回
し
ま
す
。
嬉

し
い
悲
鳴
や
溜
息
や
ら
で

一
番
の
楽
し
い
一
時
。
今

回
、
お
子
様
用
に
お
菓
子

の
つ
か
み
取
り
が
あ
っ
た

の
で
大
喜
び
。
次
回
も
参

加
し
た
い
と
の
意
見
も
聞

こ
え
、
役
員
一
同
ホ
ッ
と

一
息
。
親
子
、
孫
の
三
代

の
参
加
者
も
あ
り
、
組
合

員
の
今
後
の
活
躍
と
健
康

願
い
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
【
髙
栁
春
雄
通
信
員
】
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何が出るかな？

さぁ、準備万端 投げるぞ

名
東
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

喜
び
の
声
な
ど
で
大
喜
び
５月25日

五
月
二
十
五
日
（
日
）
、

守
山
支
部
主
催
「
川
越
電

力
館
・
な
ば
な
の
里
日
帰

り
旅
行
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
朝
は
、
前
日
か
ら

の
雨
が
少
し
残
り
ま
し
た

が
、
総
勢
五
十
五
名
の
参

加
者
の
元
気
な
様
子
に
気

後
れ
し
て
か
、
電
力
館
へ

到
着
す
る
頃
に
は
、
雨
も

あ
が
り
、
大
人
も
子
供
も

地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
学
習
し
（
？
）
、
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
や
シ
ア
タ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
ば
な
の
里
で
昼
食
を

戴
き
、
ベ
ゴ
ニ
ア
ガ
ー
デ

ン
や
バ
ラ
園
等
の
、
美
し

さ
に
目
を
奪
わ
れ
な
が
ら

の
散
策
や
、
足
湯
に
癒
さ

れ
、
ジ
ャ
ズ
ド
リ
ー
ム
長

島
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

お
目
当
て
の
お
店
巡
り

を
し
た
り
、
普
段
行
か
な

い
お
店
を
覗
い
て
み
た

り
、
皆
さ
ん
夢
中
に
な
っ

て
い
る
う
ち
に
集
合
時
間

と
な
り
、
名
残
り
惜
し
く

も
帰
路
の
途
へ
と
着
き
ま

し
た
。

行
き
先
も
様
々
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
世
代
の
楽
し
め

た
、
思
い
出
の
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

【
柿
本
恵
美
通
信
員
】
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６月１日（日）海部津島支部青年部主
催の潮干狩りが行われました。
最高の天気に恵まれ、バス４台・参加
者134名で楽しんできました。
今年のアサリは結構大きめで、皆さん
たくさん獲れたようです。
天気に恵まれたため、皆さん日焼けを

されたと思います。子供たちは、ヤドカ
リ・エビ・魚などを追いかけて元気いっ

ぱいでした。自然の中で遊ぶ子供たちを見るのは、心が休まります。
２時間ほどで海から上がり、お風呂でかいた汗を流し、食事をしました。
今回も席順をバスごとに決めて座っていただきました。 本当は、皆さん

との親睦を図りたいので、ばらばらの席で、初めての方とお話をしていた
だきたかったのですが、134名の参加者の皆さんが問題なく座るためには
仕方のないことだと思います。
帰りのバスでは、ビンゴゲームをして盛り上が

りました。支部の計らいで、魚市場にて景品を買
っていただき、誰かの手に渡ったと思います。こ
んな企画をしてみたい青年部の皆さん、参加をお
待ちしています。気軽に声をかけてくださいね。
怪我も無く無事に帰ってこられたのは皆さん

のお陰だと思います。今後も海部津島支部の行事
に多数参加、お待ちしてます。【堂満秀幸通信員】
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～

支
部
レ
ク
特
集
号

～

ハ
イ
パ
ー
シ
ア
タ
ー
に
て

参加者の皆さん
５月25日

守
山
支
部
／
電
力
館
・
な
ば
な
の
里

地
球
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
勉
強
し
ま
し
た

海部津島支部青年部／潮干狩り ６月1日

今年も行って来ました、恒例の潮干狩り
皆
さ
ん
モ
ク
モ
ク
と
獲
っ
て
い
ま
す

お腹空いた～ぁ

5月25日（日）に江南市こどもフ
ェスタが、朝方少し雨が残る中、「す
いとぴあ江南」で支部役員・組合員14
名・江南女子短大生6名の協力で開催
されました。
今年は、フラワーボックス（200

個）の材料を用意し、子供さんを対象
とした、親子のふれ合いをメインとし
た、丸太切り・カンナ削り、原爆記念

日に向けての折鶴を午後4時まで行いました。
日頃、釘・かなづちなどを持ったことのない子供さんが多数見受けられ、
組合員さんの補助のもと、親子で楽しくフラワーボックスを一生懸命に作
成されており、毎年好評な取り組みになっている木工親子ふれ合い会場で

した。また、今年は吉田支部長が仲間
と共同作成した、宝舟、長さ3.6ｍ・
幅1.2ｍを、「すいとぴあ江南」玄関
ホールに展示。多くの見学者があり、
「職人技術」の高さをアピールする良
い機会となりました。
来年も役員・組合員さんで職人さん

の位置付けを高めるため、頑張ってい
くことを全員で確認しました。

【大島孝親 記】
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好評の住宅デー
尾北支部／住宅デー ５月25日

立
派
な
宝
舟

色付けしています



～

支
部
レ
ク
特
集
号

～

6月1日（日）、晴天に恵まれ中
支部主催春のレクが行われまし
た。
総勢44名を乗せたバスが、北
陸道にある長浜黒壁スクエアへ
と向かいました。
ガラス細工・オルゴール館等一
度は入ってみたい店が、所狭しと
並んでいます。皆さん、あっちの
店、こっちの店と大忙しでした。

昼食は、近江和牛しゃぶしゃぶ食べ放題と伊勢えび会席です。皆さ
ん、どこに入るのか分からない位「肉・
肉・肉」と、食べまくっていました。
次は、ブルーメの丘、入場券にはアイ

ス券が付いており、暑かったせいか、す
ぐに交換して美味しそうに食べていま
した。
帰りの車中では、ガイドさんの楽しい

おしゃべり、そしてビンゴを楽しんだ
後、くたびれたのか寝息をたてていまし
た。 今回の旅は、豪華お土産付き、「今日は楽しくて面白かった。こ
んな旅なら次回も参加したいです」と、言うのは組合員の小西ひろみ
さん。皆さんお土産を貰って帰路に着きました。 【野田眞次通信員】
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近江牛、大満足
中支部／長浜散策の旅 ６月１日

長
浜
を
散
策
中
で
す

美味しい近江和牛

前
夜
の
雨
も
上
が
り
快
晴

と
な
っ
た
、
六
月
一
日
（
日
）
、

北
支
部
の
春
レ
ク
が
行
わ

れ
、
総
勢
八
十
八
名
で
ス
ペ

イ
ン
村
に
向
か
い
ま
し
た
。

到
着
時
は
、
既
に
昼
食
時

間
で
も
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
洋
食
系
バ
イ
キ
ン
グ
・
デ

ザ
ー
ト
は
ア
イ
ス
・
フ
ル
ー

ツ
・
ケ
ー
キ
等
、
お
腹
も
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。

食
後
、
気
温
も
上
昇
し
汗

が
出
る
程
の
中
、
エ
ス
パ
ー

ニ
ャ
パ
レ
ー
ド
を
見
学
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
記

念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
と
て

も
嬉
し
そ
う
で
す
。

各
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
展

示
施
設
を
巡
り
、
大
人
も
子

供
も
ス
リ
ル
と
冒
険
、
驚
き

と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
中
に
は
、
お
茶
を

し
な
が
ら
フ
ラ
メ
ン
コ
シ
ョ

ー
を
見
た
方
も
い
ま
し
た
。

帰
路
の
車
中
で
は
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、

今
後
の
行
事
の
参
考
に
す
る

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
ス
ペ
イ
ン
村
は
、

年
配
者
に
は
少
し
ハ
ー
ド
の

様
で
し
た
が
、
若
者
の
家
族

に
は
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

【
大
野
文
子
通
信
員
】
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北
支
部
／
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
の
旅

ス
リ
ル
と
冒
険
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

６月１日

ハイ チーズ

エスパーニャパレードにて

6月1日（日）、晴天に恵まれ中
支部主催春のレクが行われまし
た。
総勢44名を乗せたバスが、北
陸道にある長浜黒壁スクエアへ
と向かいました。
ガラス細工・オルゴール館等一
度は入ってみたい店が、所狭しと
並んでいます。皆さん、あっちの
店、こっちの店と大忙しでした。

昼食は、近江和牛しゃぶしゃぶ食べ放題と伊勢えび会席です。皆さ
ん、どこに入るのか分からない位「肉・
肉・肉」と、食べまくっていました。
次は、ブルーメの丘、入場券にはアイ

ス券が付いており、暑かったせいか、す
ぐに交換して美味しそうに食べていま
した。
帰りの車中では、ガイドさんの楽しい

おしゃべり、そしてビンゴを楽しんだ
後、くたびれたのか寝息をたてていまし
た。 今回の旅は、豪華お土産付き、「今日は楽しくて面白かった。こ
んな旅なら次回も参加したいです」と、言うのは組合員の小西ひろみ
さん。皆さんお土産を貰って帰路に着きました。 【野田眞次通信員】
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近江牛、大満足
中支部／長浜散策の旅 ６月１日

長
浜
を
散
策
中
で
す

美味しい近江和牛

梅雨に入った６月６日（金）、
天白支部主婦の会主催で昨年好
評だった「メロン狩り」に行きま
した。
昨晩まで降っていた雨も、すっ

かり上がり参加者32名は伊良湖
へ向けて出発です。
行きの車中で、上野労対部長の
「中建国保のお話し」と、題した
勉強会があり、今年から制度が大
きく変わることもあり、皆熱心に聞いていました。
そして、メロン狩り会場に到着です。ハウスの中に入り、大きくて
形の良いメロンを１人２個、切り取りお土産にしました。その後、メ
ロンの食べ放題。昼食前ということもあり、「甘くて美味しい」を連

発しながら、お腹いっぱい食べてい
ました。
帰りの車中では、主婦の会幹事た
ちお持ち寄りの景品で、ビンゴゲー
ムを行いました。「今年もメロンは
美味しかったし、ビンゴの景品も貰
ったし、また来年の旅行を楽しみに
しています」との声を聞き、無事帰
路の途へ。 【森安かよ子通信員】
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天白支部主婦の会／伊良湖メロン狩り ６月６日

お
～
き
な
メ
ロ
ン
で
す

甘
く
て
美
味
し
い
メ
ロ
ン

今年もメロンは美味しかった

六
月
一
日
（
日
）
、
今

年
の
春
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
伊
良
湖
メ
ロ
ン

狩
り
に
行
き
ま
し
た
。

尾
北
支
部
（
企
画
）
、

特
に
女
性
に
人
気
。
取

り
合
え
ず
は
、
伊
良
湖

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
。

こ
れ
も
ま
た
、
人
気

絶
頂
。

こ
の
後
、メ
ロ

ン
狩
り
及
び
、
食
べ
放

題
の
予
定
な
ん
で
す
け

ど
…
。で
も
、
そ
ん
な
の

関
係
な
い
。
さ
す
が
、
別

腹
の
横
綱
た
ち
、
お
代

わ
り
さ
れ
る
組
合
員
さ

ん
。
帰
り
は
、
メ
ロ
ン
の

お
土
産
付
き
。

そ
し
て
、
帰
り
の
バ

ス
の
中
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
。
休
む
暇
も
な
く
、
あ

っ
と
言
う
間
に
一
日
が

過
ぎ
本
当
に
楽
し
か
っ

た
で
す
。
役
員
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
佐
々
木
幹

事
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

【
村
井
か
ね
子
通
信
員
】
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メロンをガブリガブリ

尾
北
支
部
／
伊
良
湖
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

メ
ロ
ン
は
別
腹
で
～
す
６月１日

お
土
産
の
メ
ロ
ン
で
す

6月11日（水）、総勢16名に

て名古屋駅に集合し、午前6時

38分発の新幹線に乗り、東京

へ午前8時30分に着きました。

駅構内で、朝食セットを皆さ

んで食べました。途中、京葉線

に乗り継いで、舞浜駅で降り、

一路ディズニーランドへ。

天候にも恵まれ、皆さんとグ

ループに別れ、午後5時の再会を約束して、それぞれが園内で過ごし

ました。午後3時のパレードまで、いろんな乗り物に乗り、休憩をし

ながら楽しみました。

集合時間の午後5時に、皆さん

と夕食をいただき、午後7時30

分のパレードを少し見た後、午後

9時30分の新幹線で無事帰路に

着きました。

とても、楽しい１日が過ごせま

した。皆さん、お疲れ様でした

【横地重美通信員】
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中川熱田支部主婦の会／ ６月11日
東京ディズニーランド

夢の国へ行ってきました
Ｔ
Ｄ
Ｌ
二
十
五
周
年
記
念
で
～
す

シ
ン
デ
レ
ラ
城
の
前
に
て

六
月
六
日
（
金
）
、
南

支
部
主
婦
の
会
企
画
の
バ

ス
ツ
ア
ー
が
あ
り
、
四
十

一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
も

兼
ね
、
宇
津
江
四
十
八
滝
・

花
の
森
に
向
け
て
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
の
中
で
出
発

し
ま
し
た
。

昼
食
を
摂
る
た
め
、
高

山
陣
屋
前
に
到
着
し
ま
し

た
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の

飛
騨
牛
を
焼
い
て
食
べ
ま

し
た
。
と
て
も
美
味
し
く

ア
ッ
と
い
う
間
に
完
食
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
に
、
宇
津
江
四
十
八

滝
へ
着
き
、
バ
ス
を
降
り

て
澄
ん
だ
空
気
に
驚
き
ま

し
た
。
大
滝
ま
で
登
り
、

間
近
で
美
し
い
滝
を
見

て
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

バ
ス
で
少
し
移
動
し
花

の
森
へ
。
九
輪
草
が
、
ほ

ぼ
満
開
に
咲
い
て
お
り
、

贅
沢
な
一
時
を
堪
能
し
ま

し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
、
親

睦
を
深
め
る
と
共
に
、
た

い
へ
ん
素
敵
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
佐
藤
綾
花

記
】
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南
支
部
主
婦
の
会
／
高
山
・
宇
津
江
四
十
八
滝
の
旅

６月６日

宇津江四十八滝自然公園にて

満開の九輪草

素
敵
な
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た



佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加
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全
建
愛
知
青
年
部
第
三
十
六

期
定
期
総
会
が
、
五
月
二
十
五

日
（
日
）
全
建
愛
知
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
部
や
支
部
青
年

部
員
、
来
賓
な
ど
総
勢
三
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

寺
田
久
青
年
部
幹
事
の
開
会

挨
拶
と
と
も
に
幕
を
開
け
、
議

長
に
老
松
昭
博
副
青
年
部
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
小
泉
清
尚
青
年
部

長
よ
り
「
本
部
・
支
部
の
全
幹

事
が
協
力
し
て
、
青
年
部
ら
し

く
失
敗
を
恐
れ
ず
に
組
織
拡
大

行
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
」
と
、
力
強
い
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
と
し
て
、
山
田
正

巳
執
行
委
員
長
か
ら
建
築
確
認

業
務
の
厳
格
化
に
つ
い
て
、
そ

し
て
「
青
年
部
層
の
方
た
ち
は
、

今
一
番
学
ぶ
こ
と
も
多
く
仕
事

が
大
変
な
時
期
で
は
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
若
さ
を
活
か
し

て
組
合
活
動
を
通
じ
、
仲
間
を

増
や
し
、
協
力
し
合
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
建
設
業
界
を
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
激

励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
藤
金
作
組
織
部
長

と
髙
吉
英
樹
名
古
屋
市
議
会
議

員
よ
り
挨
拶
と
青
年
部
活
動
に

対
す
る
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
海
地
協
の
仲
間

か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
三
十
五
期
経
過

報
告
・
決
算
報
告
、
第
三
十
六

期
活
動
方
針
案
・
予
算
案
の
確

認
が
行
わ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
年
部
員
の
自
己

紹
介
、
各
支
部
の
青
年
部
の
活

動
報
告
や
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
支
部
長
や
青
年
部
員
と
、

青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
意
見
交
換
が

主
婦
の
会
で
は
、
中
建
国
保

の
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

償
還
金
制
度
・
傷
病
手
当
金

制
度
・
健
康
診
査
の
補
助
事
業

等
、
詳
し
く
学
習
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
業
関
係
の
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
女
性
の
方
、
ま
た
ご

主
人
が
建
設
業
関
係
の
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
奥
様
で
あ
れ
ば

組
合
未
加
入
の
方
で
も
参
加
O

K
で
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時

七
月
十
六
日
（
水
）

午
前
十
時
～
正
午

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
会
費

無
料

■
定
員

五
十
名

（
定
員
満
了
次
第
締
切
）

■
申
込

参
加
希
望
の
方

は
、
七
月
九
日
（
水
）
ま

で
に
支
部
主
婦
の
会
役

員
・
幹
事
、
ま
た
は
組
合

の
中
村
・
丹
羽
・
三
好
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

簿
」
を
発
行
し
、
昨
年
五
月
に

追
加
版
を
発
行
し
ま
し
た
。

お
仕
事
で
業
者
さ
ん
を
探
し

た
い
場
合
な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
金
額

千
五
百
円
（
組
合
員
）

二
千
円
（
組
合
員
外
）

■
申
込
・
問
合

住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

住
宅
対
策
部
で
は
、
建
設
職

人
名
簿
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
仕
事
確
保
や
連
絡

帳
と
し
て
の
利
用
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
ま
た
一
般
消
費
者
か

ら
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
一

昨
年
六
月
に
初
回
版
と
し
て

「
全
建
愛
知
／
建
設
職
人
名

■
定
員

十
五
名

■
〆
切

七
月
三
十
一
日
（
木
）

■
試
験
日

十
月
十
二
日
（
日
）

二
級
建
築
士
製
図
講
座

（
製
図
基
礎
五
回
・
製
図
実
践

五
回
・
製
図
演
習
十
回
）

■
講
座
期
間

七
月
十
五
日
（
火
）
～

九
月
十
二
日
（
金
）

■
受
講
料

六
万
円

■
時
間平

日
（
週
二
回
）

午
後
六
時
三
十
分
～
午
後
九
時

日
曜
日
（
三
回
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
定
員

二
十
五
名

■
〆
切

七
月
十
五
日
（
火
）

■
試
験
日

九
月
十
四
日
（
日
）

※
申
込
・
問
合

実
施
団
体
及
び
会
場

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

名
古
屋
市
北
区
清
水
５
‐
６
‐
９

℡
０
５
２
ー
９
１
０
ー
０
６
０
８

■
講
座
期
間

八
月
八
日
（
金
）
～

十
月
十
日
（
金
）

■
受
講
料

八
万
円

■
時
間平

日
（
週
二
回
）

午
後
六
時
三
十
分
～
午
後
九
時

日
曜
日
（
三
回
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

一
級
・
二
級
建
築
士
を
受
験

さ
れ
る
方
に
、「
設
計
製
図
受
験

講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

一
級
建
築
士
製
図
講
座

（
製
図
基
礎
五
回
・
製
図
実
践

五
回
・
製
図
演
習
十
回
）

と
い
う
意
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
と
に
か
く
、
面
白
い
！
見

学
会
に
お
誘
い
を
う
け
た
時

は
、
「
ワ
ー
苦
手
」
と
、
思
っ

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
和
尚
さ
ま
の
法

話
は
最
初
か
ら
終
わ
り
ま
で
爆

笑
の
渦
。
下
手
な
お
笑
い
を
聞

く
よ
り
楽
し
い
。
お
姿
を
見
な

い
で
聞
い
て
い
た
ら
芸
人
さ

ん
？
と
、
思
っ
た
の
は
私
だ

け
？
（
罰
あ
た
り
か
し
ら
）

法
話
の
前
に
、
座
禅
の
ノ
ウ
・

ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
私
は
股
関
節
が
硬
く
て

座
禅
が
組
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
通
称
「
千
畳
敷
」
と

い
わ
れ
、
日
本
一
と
称
せ
ら
れ

る
福
井
藩
松
平
家
永
代
廟
所
は

時
間
が
な
い
た
め
、
中
止
。

百
十
万
株
も
植
わ
っ
て
い
る

と
い
う
、
壮
大
な
「
花
し
ょ
う

ぶ
園
」（
六
月
中
旬
見
頃
の
た
め

残
念
）
は
気
品
に
満
ち
た
美
し

い
花
が
見
事
だ
そ
う
で
す
。

昼
食
は
、
美
味
し
い
越
前
そ

ば
を
い
た
だ
き
、
心
配
さ
れ
た

天
気
も
持
ち
堪
え
帰
路
へ
。

途
中
、
羽
二
重
餅
製
造
元
へ

寄
っ
て
い
た
だ
き
、
珍
し
い
黒

ゴ
マ
入
り
の
羽
二
重
を
お
土
産

に
。

ホ
ク
ホ
ク
で
し
た
。

【
原

小
夜
子

記
】

九
時
半
、
金
山
駅
を
観
光
バ
ス

二
台
七
十
八
名
で
出
発
し
、
一

路
福
井
県
の
「
大
安
禅
寺
」
へ
。

全
建
愛
知
主
婦
の
会
の
日
帰

り
見
学
会
に
、
初
め
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
一
に
掃
除
、
二
に
笑
顔
、

三
四
元
気
に
お
陰
様
」
臨
済
宗

妙
心
寺
派
の
大
安
禅
寺
ご
住
職

の
有
り
難
～
い
法
話
を
聞
き
ま

し
た
。

世
の
殺
伐
さ
が
な
く
な
れ
ば

笑
顔
で
元
気
に
感
謝
で
き
る
、

採
用
者
（
一
名
）
に
は
図
書

カ
ー
ド
三
千
円
分
と
完
成
し

た
ス
テ
ッ
カ
ー
、
佳
作
（
若

干
名
）
に
は
図
書
カ
ー
ド
千

円
分
を
贈
呈
。

■
備
考

選
考
は
、
本
部
青
年
部
幹
事

会
に
て
厳
正
に
審
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

版
権
に
つ
い
て
は
、
全
建
愛

知
青
年
部
が
所
有
し
ま
す
。

■
問
合

青
年
部
担
当
の
中
西
・
鈴
木

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全
建
愛
知
青
年
部
の
仲
間

づ
く
り
を
目
的
と
し
、
青
年

部
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー

を
作
成
い
た
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
に
当

た
り
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

六
月
二
日
（
月
）
～

七
月
三
十
一
日
（
木
）

■
サ
イ
ズ

一
〇
〇
㎜

×
二
〇
〇
㎜

■
カ
ラ
ー

四
色
ま
で
選
べ
ま
す
。（
白
色

は
一
色
と
し
て
数
え
ま
す
）

■
応
募
資
格

組
合
員
と
そ
の
家
族

■
応
募
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
又
は
郵
送
に
て
受

付
。（
組
合
員
氏
名
と
作
成
者

氏
名
・
住
所
を
明
記
）

■
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s
e
in
e
n
b
u
@
z
e
n
k
e
n
-

a
ic
h
i.c
o
m

■
宛
先

名
古
屋
市
港
区
九
番
町
四
―
一
―
十

全
建
愛
知
青
年
部
宛

■
備
考

怪
悔

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

デデデデデデデデデデ
ザザザザザザザザザザ
イイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンン
大大大大大大大大大大
募募募募募募募募募募

デ
ザ
イ
ン
大
募
集集集集集集集集集集集

青年部

建
設
職
人
名
簿
販
売

追
加
版
発
行
し
ま
し
た

建
築
士
受
験
講
座
開
催

資
格
を
も
う
一
つ
増
や
そ
う

受講者募集

力強い挨拶をする小泉青年部長

面
白
可
笑
し
く
話
す
ご
住
職

前
回
の
勉
強
会
の
様
子

建設職人名簿
追加版発行

五
月
二
十
八
日
（
水
）
午
前

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
案
内

職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
試
験
で
す
。

■
実
施
職
種

建
築
科
、
建
築

板
金
科
等
。

■
対
象
者

二
級
技
能
検
定
合

格
者
等
。

■
区
分

学
科
試
験

■
科
目

指
導
方
法
関
連
学
科

■
日
程

十
一
月
一
日
（
土
）

■
会
場

愛
知
県
産
業
貿
易
館

■
受
付

七
月
七
日
～
十
一
日

愛
知
県
産
業
労
働
部
労
政
担
当
局

就
業
促
進
課
産
業
人
材
育
成
室

℡
０
５
２
ー
９
５
４
ー
６
３
６
５

知
っ
て
得
す
る
勉
強
会
開
催

中
建
国
保
の
制
度
に
つ
い
て
主婦の会

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
藤
澤
智
明
青
年
部

幹
事
に
よ
る
、「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
で
締
め
く
ら
れ
、
第
三
十

六
期
青
年
部
定
期
総
会
は
無
事

閉
会
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
終
了
後
は
、
会
場

を
移
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
、

普
段
顔
を
合
わ
さ
な
い
仲
間
た

ち
と
大
い
に
交
流
を
深
め
、
青

年
部
の
結
束
力
を
強
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

法
話
・
爆
笑
の
渦

福
井
県
・
日
帰
り
見
学
会
開
催

主婦の会

一
致
団
結

頑
張
ろ

一
致
団
結

頑
張
ろ
うう

青 年 部

定期総会



害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

一
枚
の
広
告
に
て
足
場
の
組

立
て
の
講
習
会
が
あ
り
、
な
ら

び
に
職
人
本
人
誰
も
が
医
療
費

が
無
料
の
説
明
会
が
同
時
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
数
名
の
方
々
で
、

組
合
が
設
立
さ
れ
、
以
来
、
今

年
五
月
で
三
十
六
年
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
一
宮
支
部
組

合
員
さ
ん
も
現
在
五
百
数
名
と

な
り
多
世
帯
に
な
り
ま
し
た
。

全
建
愛
知
で
二
十
九
支
部
中
、

行
委
員
会
の
報
告
と
支
部
行
事

提
案
、
こ
れ
か
ら
の
日
程
を
話

し
合
い
、
支
部
種
々
行
事
を
検

討
し
合
っ
て
い
ま
す
。

一
宮
市
主
催
、
春
の
リ
バ
ー

サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
い

ち
の
み
や
秋
の
緑
と
く
ら
し
展

の
住
宅
デ
ー
を
通
じ
て
組
織
拡

大
運
動
等
も
実
施
し
て
い
ま

す
。支

部
・
青
年
部
・
主
婦
の
会

主
催
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

家
族
揃
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
伊
藤
和
美
支
部
長

記
】

個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
組
合
（
中
建
国
保
）

で
は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・

各
選
挙
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ

Ｍ
等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年

齢
等
を
表
記
開
示
し
て
い
ま

す
。今

後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
を

制
限
さ
れ
る
方
や
、
ご
意
見
や

ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

豊
橋
支
部
主
婦
の
会
／

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
料
理
教
室

■
日
時

七
月
十
二
日
（
土
）

集
合

午
前
九
時
五
十
分

終
了

午
後
一
時
頃

■
会
場

飯
村
分
館

■
会
費

無
料

■
定
員

二
十
四
名

■
申
込
・
問
合
／
久
保

℡
０
５
３
２
―
４
８
―
２
７
５
３

胃
０
５
３
２
―
４
７
―
４
４
４
５

緑
支
部
／
勉
強
会

■
日
時

七
月
十
七
日
（
木
）

開
会

午
後
六
時
三
十
分

■
会
場

寿
司
レ
ス
ト
ゆ
た
か

（
豊
明
市
）

■
会
費

無
料

（
交
通
費
支
給
・
食
事
付
き
）

■
内
容

中
建
国
保
制
度
改
正

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
等

■
〆
切

七
月
十
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
／
山
崎
淳
司

胃
０
５
２
―
８
４
６
―
３
２
３
６

守
山
支
部
主
婦
の
会
／

明
智
鉄
道
の
旅

■
日
程

七
月
五
日
（
土
）

■
行
先

大
正
村
・
岩
村

岡
崎
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程

七
月
六
日
（
日
）

■
会
場

エ
ー
ル
ボ
ウ
ル

昭
和
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程

七
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先

富
士
サ
フ
ァ
リ
ー
パ
ー
ク

港
支
部
主
婦
の
会
／
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

■
日
程

七
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先

八
ヶ
岳

旭
瀬
戸
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程

八
月
三
日
（
日
）

■
会
場

東
名
ボ
ウ
ル

緑
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程

八
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場

名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

納
税
者
権
利
憲
章
の
制
定
な

い
し
国
税
通
則
法
の
一
部
改
正

を
求
め
る
請
願
書
」

納
税
者
権
利
憲
章
と
は
、
納

税
者
の
権
利
を
守
る
法
律
の
こ

と
で
す
。

現
在
、
『
納
税
者
権
利
憲
章
』

が
日
本
に
制
定
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
納
税
者
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

先
進
国
な
ど
諸
外
国
に
お
い

て
は
、
『
納
税
者
権
利
憲
章
』

な
い
し
『
納
税
者
権
利
保
護
法
』

が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に

お
い
て
も
、
納
税
者
権
利
の
法

制
化
に
向
け
て
署
名
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

八
番
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
大
勢
の
支

部
組
合
員
さ
ん
の
協
力
と
紹

介
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
熱

意
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
範
囲
も
広
く
、
稲
沢

市
・
祖
父
江
町
ま
で
支
部
十

九
班
に
分
け
ま
し
た
。

支
部
長
は
じ
め
副
支
部

長
、
会
計
さ
ん
兼
任
を
含
め
、

班
長
は
十
九
人
。
青
年
部
・

主
婦
の
会
、
総
勢
三
十
名
で

基
本
的
に
は
毎
月
十
一
日
、

支
部
会
を
開
催
し
、
本
部
執

組
合
員
に
関
す
る

個
人
情
報
取
り
扱
い

支支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ここ
ん
に
ち
は
！
一
宮
支
部
で

こ
ん
に
ち
は
！
一
宮
支
部
で
すす

ス

タ

ッ

フ

募

集

中

◎
型
枠
大
工
さ
ん
募
集

■
問
合

中
村
組岡

崎
市
矢
作
町

会
社

０
５
６
４
―
３
２
―
６
１
３
４

携
帯

０
９
０
―
３
９
５
５
―
５
５
１
６

携
帯

０
９
０
―
３
５
５
３
―
１
４
２
５

■
職
種

型
枠
大
工

■
年
齢

十
八
歳
～
四
十
歳

■
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い

岡
崎
市
内
及
び
近
郊

在
住
の
方

■
備
考

や
る
気
の
あ
る
経
験

・
未
経
験
の
方
、
一
度
お
電

話
く
だ
さ
い
。

署
名
に
ご
協
力
を

世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
で
は
、
書
き
損

じ
た
ハ
ガ
キ
を
集
め
、
国
際
協

力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

一
枚
で
も
多
く
の
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収

年
間
通
じ
実
施
。
組

合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
備
考

こ
ん
な
ハ
ガ
キ
が
役

立
ち
ま
す
。
書
き
間
違
え
た
・

汚
れ
た
・
余
っ
た
な
ど
。

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ

全建愛知では、全労済の『団体セット共済』を取り
扱っています。
共済期間は10月1日から翌年9月末日までの1年間
で、年払・毎年更新で掛けていただきます。
団体セット共済は、次の3つからなる任意加入の共

済です。
①団体生命共済
交通事故・不慮の事故（交通事故を除く）・病気
等で亡くなった場合や、重度障害になった場合に共
済金が支払われます。
団体生命共済は、組合員同士の相互扶助から生ま
れた共済です。掛金は、加入者の平均年齢で決まる
ため、若年層の組合員さんに加入していただけると、
掛金を下げることができます。

②火災共済
住宅が火災等の被害に遭われた場合、共済金が支
払われます。
火災共済の共済金は「再取得価格」による保障で、

いざというときに備えます。
「再取得価格」とは被災された場合、被害に遭っ
たものと同程度のものを新たに購入・修復するため
に必要な全労済が定めた標準的価格をいいます。
また、自然災害共済を付帯すれば、地震・台風等
の自然災害時の保障も広がります。
※保障対象となるのは、組合員さんの住居（住宅部
分）と家財です。事務所や作業場、店舗は保障対
象外です。

③交通災害共済
交通機関に関わる事故や道路上での不慮の事故を
直接の原因とした、死亡・障害・入通院に対して共
済金をお支払いします。
必要な保障は自分自身で確保し、もしもの時に備

えましょう。
団体セット共済についてのお問い合わせは、共済
福祉部の三好・渡辺までご連絡ください。

共済福祉部 ご案内

団体セット共済
もしもの時の備えに

プ
ロ
の
技
術
（
わ
ざ
）

安
全
管
理
が

で
き
て
こ
そ
！

労
働
対
策
部

一
宮
支
部
役
員
の
皆
さ
ん

臆

俺

牡

卸
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さんとは会うことも多く、私の顔を見ては、「青年部ガンバレ

よー」と、言ってくれます。

私のいる北支部は、私ともう１人の曾我君とで始めて、早や

５年、支部青年部員になると同時に本部の幹事になり、それも

５年経ちました。本部幹事として、支部行事のような皆さんが

参加しやすく、子供も一緒になって楽しめる行事を企画し、皆

さんにもっと参加を

してもらいたいと思

います。

私もそのために頑

張りますので、我こ

そは青年部と言う方

は、一緒に青年部を

盛り上げましょう。

【老松昭博 記】

可
愛
い
お
子
さ
ん
と
一
緒

青年部幹事

老松昭博
おいまつあきひろ

皆さん、はじめまして。

今年から、本部青年部の副部長になりました。

老松昭博です。歳は31歳、ガラス工事をやってい

ます。家族は、妻と長女（２歳）・次女（７ヶ月）

の４人と猫が３匹です。

私は、北支部の青年部長もしていて、支部の皆

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeellllllllllllllllllllllccccccccccccccccccccccoooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員組合員です

「青年部幹事さんご挨拶」

住
民
税
減
額
申
告
書

税
源
移
譲
に
伴
い
、
平
成
十

九
年
度
分
の
住
民
税
が
課
さ
れ

た
も
の
の
、
平
成
十
九
年
に
所

得
が
減
少
し
て
所
得
税
が
課
さ

れ
な
か
っ
た
方
は
、
増
税
と
な

っ
た
住
民
税
が
還
付
さ
れ
る
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
、
各
市
町
村
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

海
部
津
島
支
部
青
年
部
／

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
＆
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

■
日
程

九
月
十
四
日
（
日
）

■
行
先

神
戸

港
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程

八
月
十
四
日
（
木
）
～

十
五
日
（
金
）

■
会
場

と
だ
が
わ
こ
ど
も
ラ
ン
ド

支支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集



【
編
集
後
記
】
新
編
集
ソ

フ
ト
の
講
習
を
五
日
間
行

い
ま
し
た
。
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
、
何
と
か
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
紙
面
の
違
い

に
気
付
か
れ
ま
し
た
か
。

【
に
ん
じ
ん
】
六
月
十
九

日
、
我
家
に
新
し
い
家
族

が
誕
生
。
ま
た
ま
た
元
気

な
男
の
子
（
３
，
５
３
０
ｇ
）
。

こ
れ
か
ら
賑
や
か
な
毎
日

が
始
ま
り
ま
す
。
新
築
の

家
が
壊
さ
れ
る
！
あ
っ
、

名
前
決
め
な
き
ゃ
！
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◎
洗
濯
物
が
…
…
！

『
梅
雨
で
す
ね
。
夏
に
向
け

て
、
雨
は
大
切
で
す
が
、
洗
濯

物
乾
か
な
い
と
悩
み
も
出
て
き

ま
す
。
良
い
の
か
悪
い
の
か
』

【
愛
西
市
／
松
永
千
代
さ
ん
】

※
主
婦
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

大
変
な
こ
と
で
す
ね
～
。

◎
天
地
拳
第
一
形
！

『
小
五
の
息
子
と
小
三
の
娘

が
、
少
林
寺
拳
法
を
始
め
ま
し

た
。
不
審
者
が
出
没
す
る
今
日

こ
の
頃
、
子
供
達
に
も
自
分
の

身
は
自
分
で
守
っ
て
も
ら
お
う

と
…
』

【
春
日
井
市
／
久
保
隆
治
さ
ん
】

※
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
時
代
で
す
。

◎
戸
締
り
は
大
丈
夫
？

『
先
日
、
実
家
の
周
り
に
泥
棒

が
入
り
ま
し
た
。
実
家
は
二
匹

の
犬
に
守
ら
れ
被
害
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
戸
締
り
等
に
は

本
当
に
気
を
付
け
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
』

【
豊
田
市
／
村
松
ひ
と
美
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
、
出
か
け
る
時
は
十

分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
継
続
は
力
な
り
！

『
年
々
、
体
が
硬
く
な
っ
て
い

く
の
で
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら

朝
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
毎
日

し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
軟
ら

か
く
な
れ
ば
と
思
っ
て
続
け
て

い
た
ら
、
何
と
！
体
重
が
三
㎏

も
減
っ
て
い
ま
し
た
。
継
続
は

力
な
り
！
で
す
ね
。
ウ
レ
シ
！
』

【
中
川
区
／
内
藤
富
子
さ
ん
】

※
凄
い
で
す
ね
。
さ
ぁ
、
皆
さ
ん

も
今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

◎
親
孝
行
で
す
よ
ね
！

『
父
は
亡
く
な
り
、
も
う
三
年

に
な
り
ま
す
が
、
八
十
三
才
の

母
か
ら
の
電
話
の
回
数
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
実
家
へ
帰
る
の

も
親
孝
行
か
な
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
』

【
豊
橋
市
／
石
田
好
野
さ
ん
】

※
娘
さ
ん
に
近
く
に
い
て
ほ
し

い
ん
で
す
よ
ね
～
。

◎
将
来
は
大
工
さ
ん
に
な
り
た
い
？

『
小
学
校
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
常
に
上
位
を
占
め
る
人
気

の
職
業
「
大
工
」
。
で
も
、
実

際
に
大
工
を
目
指
す
若
者
は
少

な
い
。
主
人
の
下
に
も
数
人
の

若
者
が
弟
子
入
り
し
た
が
、
一

年
と
も
た
な
い
。
最
短
記
録
は

六
日
間
。
主
人
の
持
つ
技
術
を

後
世
に
引
き
継
い
で
い
っ
て
も

ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
不
安
を

通
り
越
し
危
機
感
さ
え
感
じ
て

し
ま
う
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う

か
？
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
そ
れ
が
現
実
で
す
ね
。
何
と

か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
！

◎
ね
ん
き
ん
特
別
便
！

『
主
人
の
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
を
持
っ
て
、
社
保
庁
に
行

き
ま
し
た
。
二
十
歳
前
の
年
金

が
見
つ
か
り
少
な
い
額
で
す

が
、
上
乗
せ
さ
れ
ま
し
た
。
職

員
の
方
も
親
切
で
気
持
ち
よ
く

帰
れ
ま
し
た
』

【
西
尾
市
／
荒
川
く
み
子
さ
ん
】

※
良
か
っ
た
で
す
ね
～
。
皆
さ

ん
も
必
ず
確
認
す
る
べ
き
！

◎
三
十
年
振
り
の
再
会
！

『
来
月
、
三
十
年
振
り
に
高
校

時
代
の
友
人
に
会
い
ま
す
。
と

て
も
楽
し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。
き
っ
と
、
お
互
い
「
高
校

の
時
と
、
全
然
変
わ
っ
て
な
い

ネ
」
何
て
、
言
う
ん
で
し
ょ
う

ネ
』

【
名
東
区
／
山
田
友
美
子
さ
ん
】

※
想
像
す
る
だ
け
で
も
可
笑
し
い

で
す
ね
。
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。

◎
祝
・
還
暦
の
お
父
さ
ん
！

『
先
日
、
主
人
の
六
十
歳
の
還

暦
を
娘
夫
婦
と
孫
五
人
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
お
寿

司
・
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
主
人
も
孫
た

ち
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
目
尻
が
下

が
り
っ
ぱ
な
し
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
無
理
を
し
な
い
で
ね
』

【
豊
橋
市
／
鈴
木
み
さ
子
さ
ん
】

※
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
…
。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
今
夜
は
徹
夜
で
勉
強
だ
ぁ
。

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

七
月
十
一
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

ザ
ン
ギ
ョ
ウ
ダ
イ

■
当
選
者

越
野
晴
帆
さ
ん
他
十
九
名

■
八
月
号
の
原
稿
締
切

七
月
四
日
（
金
）

○さ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【

ヒ

ン

ト

】

①
放
射
状
に
な
っ
て
い
る
髪
の

毛
の
中
心

②
部
首
「
宀
」

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
探
し
ま
す

④
漢
字
で
は
挙
闘

⑤
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
総
称

⑥
生
麦
、
…
…
、
生
卵

⑦
物
と
物
の
間

⑧
な
ん
と
な
く
疑
わ
し
い

⑨
魚
が
弱
い
と
書
い
て
…
…

⑩
「
叙
情
的
」
を
英
語
で

⑪
悪
魔
の
こ
と

⑫
ま
ゆ
と
ま
ゆ
の
間

⑬
け
が
も
な
く
、
安
全
な
こ
と
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知って得するろうきんコーナー

①
終
業
式
に
も
ら
い
ま
す

⑤
所
変
わ
れ
ば
…
…
変
わ
る

⑪
し
ょ
う
ゆ
、
ワ
サ
ビ
な
ど
を

つ
け
て
食
べ
ま
す

⑭
ヤ
マ
イ
モ
の
葉
の
付
け
根
に

で
き
る
球
芽

⑮
お
め
で
た
い
席
で
割
れ
る
物

⑯
先
頭
で
指
図
す
る

⑰
こ
っ
け
い
な
役
を
す
る
俳
優

⑱
ス
リ
ル
満
点
な
展
開

⑲
地
球
は
海
と
こ
れ
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す

⑳
傷
が
治
り
か
け
る
と
で
き
る

嬰
人
類
に
近
い
賢
い
サ
ル
類

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

タテ・ヨコのカギを解いてマス目を埋め、次に二重マスの文

字を並べて言葉を完成させてください。中の絵がヒントです。

（作）野上和彦


